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部
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よ
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―
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ベ
ト
ナ
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戦
争
後
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野
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安
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一 
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田
雅
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彼
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先
生
』
再
考 

―
―
「
漱
石
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を
語
る
と
い
う
権
威 

―
― 
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司
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和
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時
五
〇
分
よ
り 

【
第
二
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】
特
集 

〈
山
〉
の
想
像
力 

―
― 

近
代
日
本
の
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
と
文
学 
―
― 

山
岳
紀
行
の
停
滞
／
山
岳
小
説
の
発
生 

 
 
 
 
 
 

  
     

    
  

  

―
― 

一
九
三
○
年
代
の
山
岳
文
学 

―
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中
村  

誠 

 

保
田
與
重
郎
に
お
け
る
風
景
観
と
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
批
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―
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歌
枕
と
し
て
の
山
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伝
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―
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河
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和
子 

 

〈
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〉
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い
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―
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高
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司
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渋
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矢
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※
終
了
後
、
６
号
館
地
下
階
フ
ー
ド
コ
ー
ト
に
て
、
懇
親
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

予
約
は
不
要
、
当
日
受
付
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
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東
洋
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学 
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マ
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千
石
駅 

Ａ
１
出
口
か
ら
徒
歩
８
分 

・
東
京
メ
ト
ロ
南
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線 

本
駒
込
駅 

１
番
出
口
か
ら
徒
歩
５
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

大
学
周
辺
図  

                                    

※
研
究
集
会
会
場
は
６
号
館
で
す
。 



【
第
一
部
】
自
由
発
表 

 
《
発
表
要
旨
》 

転
換
点
と
し
て
の
『
抱
擁
』
―
― 

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
後
の
日
野
啓
三 

―
― 

 

安
藤 

優
一
（
あ
ん
ど
う
・
ゆ
う
い
ち
） 

日
野
啓
三
『
抱
擁
』（
一
九
八
二
年
）
は
、
そ
れ
ま
で
の
私
小
説
的
な
作
風
か
ら
大
き
く
変
化
し
た
重
要
な
一
作
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
日

野
は
本
作
を
、
八
〇
年
代
半
ば
の
『
夢
の
島
』（
一
九
八
五
年
）
な
ど
の
作
品
群
へ
の
「
転
換
点
」
に
立
つ
作
品
と
言
及
し
て
き
た
。 

本
作
は
東
京
都
心
の
洋
館
を
舞
台
に
、
そ
の
内
部
へ
足
を
踏
み
入
れ
て
い
く
〈
牧
〉
を
語
り
手
に
進
行
す
る
。
そ
こ
で
出
会
う
少
女
〈
霧
子
〉

の
父
親
は
戦
争
下
の
ベ
ト
ナ
ム
で
失
踪
し
た
と
説
明
さ
れ
る
。 

日
野
の
小
説
家
転
向
の
契
機
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
特
派
員
と
し
て
現
地
で
抱
え
た
「
こ
の
現
実
は
小
説
で
し
か
書
け
な
い
」
と
い
う
問
題
意
識

に
あ
る
。
帰
国
後
に
は
そ
う
し
た
意
識
を
反
映
し
た
実
験
的
な
作
品
群
を
発
表
し
た
。『
抱
擁
』
は
そ
れ
ら
と
は
異
な
る
、
一
見
、
様
式
化
さ
れ
た

物
語
世
界
で
あ
る
が
、
本
作
に
お
い
て
も
、
か
つ
て
の
ベ
ト
ナ
ム
の
影
が
差
し
て
い
る
点
は
重
要
で
あ
る
。
今
回
の
発
表
で
は
、「
転
換
点
」
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
き
た
本
作
の
、
そ
の
転
換
の
内
実
を
、
日
野
の
そ
れ
ま
で
の
文
学
的
軌
跡
も
踏
ま
え
つ
つ
、
捉
え
直
し
て
み
た
い
。 

 

（
青
山
学
院
大
学
大
学
院
） 

 

島
田
雅
彦
『
彼
岸
先
生
』
再
考 

―
―
「
漱
石
」
を
語
る
と
い
う
権
威 

―
― 

山
崎  

和
（
や
ま
ざ
き
・
な
ご
み
） 

島
田
雅
彦
『
彼
岸
先
生
』（
福
武
書
店
、
１
９
９
２
・
３
）
は
、
単
行
本
の
帯
に
「
平
成
版
『
こ
こ
ろ
』」
と
付
さ
れ
、『
こ
こ
ろ
』
と
の
関
連
性

を
伴
っ
て
刊
行
さ
れ
た
。『
彼
岸
先
生
』
の
評
価
と
し
て
は
、
小
森
陽
一
に
よ
る
「『
こ
こ
ろ
』
と
い
う
小
説
か
ら
、
性
的
な
色
彩
を
脱
色
し
よ
う

と
し
つ
づ
け
た
、
国
家
的
規
模
で
形
成
さ
れ
て
い
る
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
の
読
者
共
同
体
に
対
す
る
、
悪
意
あ
る
挑
発
」
と
い
う
も
の
が

一
般
的
で
あ
ろ
う
。
単
な
る
『
こ
こ
ろ
』
の
パ
ロ
デ
ィ
と
し
て
捉
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
が
妥
当
な
評
価
だ
ろ
う
。
し
か
し
、『
彼
岸
先
生
』
刊

行
直
後
か
ら
『
毎
日
新
聞
』
で
行
っ
て
い
た
連
載
「
週
刊
瞠
目
新
聞
」
で
の
対
文
壇
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
『
漱
石
を
書
く
』（
岩
波
書
店
、
１
９
９

３
・
１
２
）、
更
に
は
そ
れ
以
後
の
漱
石
に
関
す
る
言
説
、
そ
し
て
そ
の
後
の
各
文
学
賞
で
の
選
考
委
員
入
り
を
併
せ
て
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
今

ま
で
と
は
異
な
る
評
価
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。
９
０
年
代
初
頭
に
於
い
て
権
威
獲
得
の
た
め
に
語
ら
れ
た
「
漱
石
」
と
、
そ
の

た
め
に
利
用
さ
れ
た
『
彼
岸
先
生
』
と
し
て
再
考
し
て
み
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
千
葉
大
学
大
学
院
） 

  

【
第
二
部
】
特
集 

〈
山
〉
の
想
像
力 

―
― 

近
代
日
本
の
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
と
文
学 
―
― 

《
企
画
趣
旨
》 

二
〇
一
四
年
よ
り
国
民
の
祝
日
と
し
て
、
新
た
に
「
山
の
日
」
が
制
定
さ
れ
た
。
近
年
の
登
山
ブ
ー
ム
の
な
か
で
、
休
日
に
は
多
く
の
人
々
が

登
山
に
駆
り
立
て
ら
れ
、
書
店
は
〈
山
〉
に
関
す
る
雑
誌
や
書
籍
で
溢
れ
て
い
る
。
国
民
的
な
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
登
山
は
、
始
発

期
よ
り
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
身
体
運
動
と
し
て
の
側
面
に
留
ま
ら
ず
、
そ
の
行
為
を
記
録
・
出
版
す
る
と
い
う
言
語
的
営
為
を
必
然
的
に
抱
え
込
む

も
の
で
も
あ
っ
た
。 

日
清
戦
争
の
さ
な
か
に
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
風
景
論
』（
一
八
九
四
）
に
お
い
て
、
志
賀
重
昂
は
「
登
山
の
気
風
を
興
作
す
べ
し
」
と
し
て
、
日

本
に
お
け
る
登
山
文
化
の
形
成
を
図
っ
た
。
そ
の
呼
び
か
け
に
応
じ
る
か
た
ち
で
日
本
山
岳
会
が
結
成
さ
れ
、
近
代
登
山
が
幕
を
開
け
る
。
近
代

登
山
は
西
洋
の
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
を
範
と
し
、
日
本
の
山
岳
地
帯
を
ア
ル
プ
ス
山
脈
に
な
ぞ
ら
え
「
創
造
的
な
登
山

パ

イ

オ

ニ

ア

ワ

ー

ク

」
を
掲
げ
て
成
立
し
た
た
め
に
、

そ
れ
ま
で
の
山
岳
信
仰
や
山
地
の
生
活
文
化
と
の
差
異
に
お
い
て
自
己
を
規
定
し
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
そ
こ
に
は
〈
山
〉
の
美
や
高
さ

に
「
崇
高
さ
」
を
見
出
し
、
都
市
で
疲
弊
し
た
近
代
人
の
治
癒
と
自
己
省
察
の
場
と
す
る
ロ
マ
ン
主
義
的
な
志
向
性
が
結
び
つ
い
て
い
た
た
め
に
、

〈
山
〉
に
つ
い
て
語
り
、
記
録
す
る
こ
と
が
不
可
欠
の
も
の
と
し
て
求
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

こ
の
と
き
日
本
山
岳
会
に
島
崎
藤
村
、
田
山
花
袋
、
小
山
内
薫
ら
多
く
の
文
学
者
が
参
集
し
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
。「
紀
行
文
家
」
と
称
さ

れ
る
多
く
の
作
家
た
ち
が
〈
山
〉
に
登
り
そ
の
体
験
を
言
語
化
す
る
一
方
で
、
小
島
烏
水
ら
登
山
家
た
ち
も
ま
た
山
岳
紀
行
文
の
主
要
な
書
き
手

で
あ
っ
た
。
ま
た
作
家
の
登
山
体
験
は
小
説
作
品
に
も
形
象
化
さ
れ
、
夏
目
漱
石
『
二
百
十
日
』
の
阿
蘇
山
、
芥
川
龍
之
介
『
河
童
』
に
お
け
る

穂
高
岳
や
、
志
賀
直
哉
『
暗
夜
行
路
』
お
け
る
大
山
の
な
ど
の
山
岳
描
写
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
近
代
登
山
が
書
く
行
為
を
含
み
こ
む
形
で
成
立
し
た
こ
と
で
、
山
岳
文
学
の
書
き
手
は
文
学
者
か
／
登
山
家
か
と
い
う
根
源
的
な

問
い
を
生
む
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
に
な
る
と
同
時
代
の
リ
ア
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
議
論
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
形
で
、
勝
本
清
一
郎
や
桑

原
武
夫
ら
に
よ
っ
て
「
山
岳
文
学
論
争
」
が
展
開
さ
れ
、
情
緒
的
紀
行
文
と
し
て
の
色
彩
が
強
か
っ
た
山
岳
文
学
か
ら
の
離
脱
と
、〈
山
〉
を
語
る



新
た
な
文
体
獲
得
が
模
索
さ
れ
た
。
ま
た
戦
時
下
に
お
い
て
は
保
田
與
重
郎
が
、「
日
本
ア
ル
プ
ス
」
な
ど
西
欧
の
地
名
を
日
本
の
風
景
に
移
し
替

え
て
い
く
想
像
力
の
機
制
を
「
植
民
地
風
景
」
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
西
欧
的
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
か
ら
〈
山
〉
を
奪
還
し
、
従
来
の
歌

枕
的
美
観
を
復
興
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

一
九
五
〇
年
代
に
は
串
田
孫
一
を
中
心
に
山
岳
文
芸
誌
『
ア
ル
プ
』
が
創
刊
さ
れ
「
山
岳
文
壇
」
と
も
称
す
べ
き
特
異
な
領
域
が
形
成
さ
れ
る

と
と
も
に
、
現
実
の
遭
難
事
件
を
題
材
と
す
る
井
上
靖
『
氷
壁
』、
松
本
清
張
『
遭
難
』
が
発
表
さ
れ
、
新
田
次
郎
の
山
岳
小
説
が
あ
ら
わ
れ
る
な

ど
、
山
岳
文
学
は
新
た
な
展
開
を
見
せ
て
い
く
。
六
〇
年
代
に
は
深
田
久
弥
『
日
本
百
名
山
』
が
刊
行
さ
れ
る
が
、〈
山
〉
を
序
列
化
し
「
名
山
」

と
し
て
権
威
付
け
る
ま
な
ざ
し
は
、
消
費
社
会
に
お
け
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
欲
望
と
接
合
し
な
が
ら
大
衆
的
な
登
山
ブ
ー
ム
を
生
み
出
す
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
し
て
『
日
本
百
名
山
』
に
即
し
た
登
山
の
枠
組
み
は
、
九
〇
年
代
以
降
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
番
組
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
、
繰

り
返
し
反
復
・
再
生
産
さ
れ
、
今
日
も
な
お
大
衆
的
な
登
山
行
為
を
深
く
規
定
し
つ
づ
け
て
い
る
。 

本
企
画
で
は
、
上
記
の
問
題
意
識
か
ら
〈
山
〉
と
い
う
空
間
を
再
考
し
、
近
代
日
本
の
〈
山
〉
を
め
ぐ
る
想
像
力
の
功
罪
を
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
に

検
討
す
る
。 

 

《
発
表
要
旨
》 

山
岳
紀
行
の
停
滞
／
山
岳
小
説
の
発
生 

―
― 

一
九
三
○
年
代
の
山
岳
文
学 

―
― 

中
村 

誠
（
な
か
む
ら
・
ま
こ
と
） 

一
九
○
六
（
明
治
三
九
）
年
、
山
岳
会
（
後
の
日
本
山
岳
会
）
の
機
関
誌
で
あ
る
「
山
岳
」
が
創
刊
さ
れ
る
。「
山
岳
に
関
す
る
考
察
紀
事
、
一

切
を
網
羅
し
、
山
岳
趣
味
と
知
識
の
啓
発
に
任
せ
ん
」
と
標
榜
し
、
多
様
な
内
容
を
誇
っ
た
こ
の
雑
誌
は
、
山
岳
紀
行
発
表
の
場
と
し
て
の
役
割

も
担
い
そ
の
発
展
に
寄
与
し
た
。
し
か
し
、
登
山
界
の
状
況
の
変
化
と
大
衆
化
の
中
で
、
一
九
三
○
年
代
に
は
山
岳
紀
行
の
質
的
低
下
が
問
題
と

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
方
、
山
岳
紀
行
の
行
き
詰
ま
り
の
中
で
山
岳
小
説
の
発
生
と
い
う
現
象
も
起
こ
っ
て
く
る
。
あ
る
い
は
ス
ポ
ー
ツ
小
説

の
一
環
と
し
て
、
あ
る
い
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
山
岳
小
説
を
倣
う
も
の
と
し
て
、
そ
れ
は
始
ま
っ
て
い
る
。 

従
来
、
山
岳
小
説
は
戦
後
の
井
上
靖
・
新
田
次
郎
あ
た
り
か
ら
考
え
ら
れ
が
ち
で
、
そ
こ
に
至
る
前
史
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
来

な
か
っ
た
。
本
発
表
で
は
、
山
岳
紀
行
が
変
遷
し
て
い
く
有
様
を
近
代
登
山
史
を
踏
ま
え
て
振
り
返
る
と
と
も
に
、
山
岳
小
説
が
発
生
す
る
経
緯

に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
中
部
大
学
非
常
勤
講
師
） 

  保
田
與
重
郎
に
お
け
る
風
景
観
と
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
批
判 

―
― 

歌
枕
と
し
て
の
山
と
伝
統 

―
― 

河
田 
和
子
（
か
わ
だ
・
か
ず
こ
） 

戦
時
下
の
昭
和
一
〇
年
代
後
半
に
か
け
て
、
登
山
ブ
ー
ム
が
到
来
す
る
中
、
保
田
與
重
郎
は
そ
の
流
行
を
批
判
す
る
形
で
『
風
景
と
歴
史
』（
昭

和
一
七
年
九
月
）
な
ど
一
連
の
日
本
の
風
景
、
美
観
に
関
わ
る
評
論
を
発
表
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
批
判
を
行
っ
て
い
る
。
保
田

が
当
時
の
登
山
ブ
ー
ム
を
難
じ
た
の
は
、
西
洋
由
来
の
地
理
学
的
、
科
学
的
概
念
に
よ
っ
て
日
本
の
風
景
を
捉
え
る
こ
と
で
日
本
の
伝
統
的
な
風

景
観
と
し
て
歌
枕
的
美
観
が
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
を
憂
え
、
そ
の
伝
統
的
美
観
の
復
興
（
古
典
復
興
）
を
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

保
田
の
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
批
判
は
文
明
開
化
批
判
＝
〈
近
代
の
終
焉
〉
の
思
想
と
繋
が
っ
て
い
る
が
、
伝
統
的
な
風
景
観
と
し
て
希
求
さ
れ
た
歌

枕
的
美
観
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
彼
の
評
論
に
出
て
く
る
山
に
つ
い
て
、
二
上
山
な
ど
具
体
的
に
い
く
つ
か
取
り
上
げ
て
考
証
し

た
い
が
、
そ
こ
に
芸
術
は
神
に
通
じ
る
も
の
と
い
う
〈
神
詠
思
想
〉
も
見
ら
れ
る
。
本
発
表
で
は
、
保
田
の
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
批
判
と
歌
枕
的
美
観

の
内
実
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
自
然
観
と
芸
術
意
識
の
関
わ
り
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。 

（
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
院
特
別
研
究
者
） 

 

〈
遭
難
〉
と
い
う
ト
リ
ッ
ク 

―
― 

高
度
経
済
成
長
期
の
山
岳
ミ
ス
テ
リ
ー 

―
― 

尹 

芷
汐
（
い
ん
・
し
せ
き
） 

一
九
五
〇
年
代
後
半
、
中
間
小
説
を
多
く
掲
載
し
た
文
芸
誌
と
週
刊
誌
を
中
心
に
山
岳
ミ
ス
テ
リ
ー
が
登
場
し
た
。「
犯
罪
事
件
」
あ
る
い
は
「
事

件
性
」
を
は
ら
ん
だ
「
登
山
」
と
「
遭
難
」
の
物
語
を
多
く
生
み
だ
し
た
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
は
、
都
市
／
山
、
世
間
／
自
然
の
二
項
対
立
を
攪
乱
し
、

か
つ
て
崇
高
な
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
〈
山
〉
を
、
都
市
の
エ
リ
ー
ト
層
で
あ
る
男
の
様
々
な
欲
望
を
映
し
出
す
空
間
と
し
て
再
イ
メ
ー
ジ
化
し

た
と
い
え
る
。
ま
た
、
男
の
登
山
を
見
守
る
／
男
に
征
服
さ
れ
る
も
の
と
し
て
設
定
さ
れ
た
ヒ
ロ
イ
ン
の
存
在
も
無
視
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
物

語
の
パ
タ
ー
ン
は
、
高
度
経
済
成
長
期
の
生
活
、
メ
デ
ィ
ア
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
外
的
諸
条
件
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
も
の
だ
が
、
安
易
に
反
映

論
的
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
書
き
手
と
読
み
手
の
ど
の
よ
う
な
欲
望
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
政
治
性
を
帯
び
た
眼
差
し
、
言
葉
、
イ
メ
ー
ジ
が
ど

の
よ
う
に
干
渉
し
、
表
象
を
形
成
し
て
い
る
の
か
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
本
発
表
は
松
本
清
張
「
遭
難
」
と
「
文
字
の
な
い
初
登
攀
」、
新
田
次

郎
「
消
え
た
シ
ュ
プ
ー
ル
」、
森
村
誠
一
『
密
閉
山
脈
』
と
い
う
四
作
品
を
取
り
上
げ
て
以
上
の
問
題
を
考
察
す
る
。 （

名
古
屋
大
学
非
常
勤
講
師
） 


